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介
叩
絢
子
一
刻
な
、
し
。
」
第
二
純
手
内
校
は
外
枝
よ
ち
よ
く
後

達
せ
り
ロ
内
校
は
三
|
四
節
よ
り
成
ι
リ
外
枝
は
二

l
三
節
の
長
き

紡
絞
剛
毛
よ
り
成
る
。」
小
川
に
弓
慌
に
大
な
る
惚
板
あ
り
。
」
心
臓

な
L
D」
此
の
桁
は
好
生
活
を
符
h
u
事
な
く
常
に
土
砂
上
減
は
海
藻

上
を
旬
旬
す
ロ 匝

十

科

C
W
Z
L
P
。

介
甲
一
般
に
表
面
彫
刻
な
‘
し
、
内
絞
は
前
后
端
に
於
て
最
も

離
れ
、
次
総
は
外
級
に
会
〈
卒
行
'
し
接
・
し
て
必
在
す
口
孔
逃
は
祁
々

に
'
し
て
単
純
な
る
も
の
又
は
分
岐
せ
る
も
の
あ
り
。
」
第
一
鰯
角

一
般
に
八
節
よ
り
な
れ
ぜ
も
六
l
七
節
の
事
も
あ
り
、
末
節
に
は

納
長
き
剛
毛
又
は
一
知
き
以
き
附
毛
あ

b
。
」
第
二
燭
角
二
基
節
ご

凹
節
の
内
校
よ

b
な
る
。
第
一
基
節
に
は
外
枝
の
痕
跡
ご
'
し
て
一

|
三
本
の
附
毛
あ
り
ο

内
校
第
一
怖
の
楽
部
に
大
な
る
体
制
作
状
の

5虎( 1 ) 
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剛
毛
あ
り
。
此
者
は
底
知
究
毛
の
一
群
よ
り
な
る
事
あ
り
ロ
第
二
節

は
共
の
基
部
に
五
本
の
知
m
M
毛
を
ド
付
す
。
末
端
に
は
凹

l
五
本
の

長
き
剛
毛
又
は
数
倒
の
附
刺
ゐ
り
。
」
大
阪
一
一
北
節
三
四
節
の
鮒

去
三
よ
り
成
る
。
茶
節
は
小
に
、
し
て
阻
川
尚
は
比
校
的
弱
・
し
。
鮒
京

第
一
節
に
は
鯨
板
は
仰
山
総
あ
り
口
」
小
細
川
三
節
の
阻
附
突
起
さ
二

節
の
鰯
去
さ
よ
り
な
り
各
其
の
先
端
に
多
く
の
剛
毛
ゐ
'
り
n

叉
大

な
る
鯨
板
常
に
存
在
す
口
」
惚
脚
一
北
川
節
ご
四
節
の
内
校
三
よ
り

成
れ
ザ
」
芙
の
向
鋭
化
頗
る
大
な
り
。
雄
じ
で
は
内
校
は
二
l

四
の
化
粧

合
に
よ
り
て
二
節
よ
り
成
り
旬
旬
の
川
を
な
す
。
収
に
あ
り
て
は

一
定
せ
歩
。
外
投
は
内
枝
子
』
茶
節
さ
接
す
る
庭
よ
り
前
方
を
向
ひ

で
存
在
・
し
阻
閉
山
り
用
を
日
す
。
叉
恭
一
節
の
泉
州
に
仰
級
あ
る
一
下
あ

り
。
」
第
一
脚
丈
夫
な
る
一
基
節
三
四
節
の
内
校
さ
よ

b
成
り
伺

句
の
用
を
な
す
怨
め
に
頗
る
長
・
し
。
小
本
節
は
一
m
r
J
し
て
二
l

三
木

の
附
刺
ゐ
り
。」
第
二
加
は
陥
第
一
仰
に
同
日
し
。」
見
え
六
本
山
川

刺
よ
ら
な
り
内
四
本
は
先
端
に
あ
り
共
の

二
本
は
川
測
を
な
す
、
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亜
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一句
。
ロ
件
。
白
河
}い
同
日
ロ

2
0

大

間
脚
に
偲
板
な
じ
。
末
節
の
剛
刺
は
短
〈
足
又
は
憶
に
よ
く
後

述
す
、
卵
巣
及
び
率
九
は
慌
に
介
甲
内
に
渦
を
忽
き
て
存
在
す
。

-
属
句
S
F
E会
主
・
な
m
F
r
g

介

甲

墜

乙

。
表
面
に
常
に
多
少
の
剛
毛
あ
b
。
介
甲
縁
に
前
な

〈
左
介
は
右
介
を
背
部
に
で
越
ゆ
。
上
よ
り
見
れ
ば
最
も
巾
庚
き

部
中
央
よ
り
前
方
に
あ
り
ロ」
第
一
鰯
角
細
長
(
、入
節
よ
り
な
る

第
四
l

第
八
節
に
あ
る
長
き
毛
は
径
部
終
り
の
六
節
よ
り
常
に

長
・
し
。
」
第
二
鮒
角
内
校
第
二
節

ω薬
部
に
四
l
五
本
の
知
覚
毛

あ
h
。
」
大
問
鮒
口組
第
一
節
の
腹
面
に
二

l
三
本
の
剛
毛
あ
り
て

英
一
部
に
毛
生
え
た
り
。」
第
一
脚
末
節
に
長
ラ
爪
欣
の
剛
刺
念

、
り
、
英
山
川
北
部
ドド
は
一知
き
剛
毛
あ
り
。」
第
二
脚
内
校
第
三
節
(
会

館
宇
し
て
は
第
四
節
)

に
二

l
三
の
巾
彦
、
主
短
き
歯
ご
一
本
の
長

、き
刷
毛
ご
あ
り
D

末
節
に
は
三
本
の
長
き
剛
毛
あ
り
。
其
の
中
ー
へ
の

も
の
は
多
〈
は
桁
紋
を
な
す
口」
側
限
常
に
存
在
せ
り
ョ
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介
甲
低
き
二
等
透
三
角
形
を
な
乙
、
中
央
最
も
高
〈
長
さ
の
二

分
の
一
仁
迭
す
。
前
后
級
以
共
に
九
〈
屈
曲
す
れ
ピ
も
后
緩
和
低

乙
。
其
の
下
竿
は
互
に
僅
か
に
近
、
り
て
下
級
に
移
る
。
下
級
は
中
央

少
・
し
く
凹
h
u

。
内
総
は
前
后
紋
に
於
て
ー
が
ノ
・
し
く
退
〈
白
小
さ
き
剛
毛

一
面
に
散
布
せ
り
D

左
介
は
右
介
よ
h

上
級
の
中
央
尖
れ
り
。」
大
問

正年月十五.日

第
一
節
背
面
に
二
本
の
畑
山
線
あ
り
9

」
版
刷
外
枝
は
二
本
の
剛
毛

よ
り
成
h
前
方
を
向
く
内
校
は
二
節
よ
り
成
り
第
二
節
は
瓜
朕
を

な
す
。
雄
に
あ
り
で
は
左
右
同
様
な
れ
ずと
も
唯
に
あ
り
で
は
某
の

爪
右
方
和
細
長
'
し
。
常
に
三
本
の
剛
毛
並
(
の
基
部
に
あ
b
司
小
央
の

は
最
も
短
く
梓
旅
放
を
な
仁
、
内
側
の
は
円
以
も
長
・
し
。
」
第
一
脚
基

節
に
数
本
の
剛
毛
あ
り
u

」
第
二
脚
先
端
櫛
放
問
毛
の
直
ぐ
下
方

に
二
本
の
菌
作
肌
突
起
あ
り
。」
長
さ
一
粍
怖
に
底
引
き
に
よ
り
て
採

集
せ
ら
る
。
色
は
黄
白
色
な
り
ロ
此
者
の
続
最
は
梨
容
貝
肢
を
な
'
し
、
交

接
突
起
は
特
別
な
る
形
状
を
な
す
(
附
国
多
照
)。

科

]
w
三
宮
山
口
L
P
O

介
甲

堅
〈
左
の
は
右
介
よ
り
高
〈
常
に
背
面
に
於
て
越
ゆ
。

内
線
は
外
線
よ
り
少
乙
離
れ
て
卒
行
に
走
り
、
次
総
は
外
線
じ
殊

に
接
せ
り
口
前
、
后
紋
に
は
常
仁
多
少
の
歯
あ
ち
D

」
第
一
鰯
角
七

節
な
り
。終
L

り
の
三
節
に
は
憶
に
多
く
の
細
長
き
鮪
m
M
毛
あ
り
。
」
第

二
胸
角
一
基
節
ご
四
節
の
内
校
三
よ
ら
な
る
口
基
節
の
先
端
じ
は

外
枝
の
痕
跡
ざ
し
て
一
1

6

三
本
の
剛
毛
ゐ
り
ロ
内
校
の
第
二
、
第
三

節
は
長
く
、
・
末
節
は
頗
る
短
〈
'
し
て
末
端
に
二
本
の
爪
あ
り
一
方
は

他
よ
り
細
長
・
し
。」
大
鯨
大
な
る
基
節
に
よ
く
俊
逮
せ
さ
四
本
の

長
、
き
阻
陥
商
あ
り
。
其
の
先
端
は
コ
一
分
す

d

一
本
・
の
長
き
剛
毛
三
一
短

き
多
く

ω剛
毛
此
れ
仁
接
'し
て
生
ゆ

。
鰯
向
日
以
は
四
節
に
・
し
て
末
節

に
は
多
く
の
剛
毛
あ
り
口
鯨
放
は
少
く
さ
も
三
本
の
鯨
線
よ
h
成

、り
羽
毛
放
を
な
す
事
な
く
、
内
一
本
は
常
に
長
乙
。」
小
惚
阻
鴨
突

起
の
先
端
に
二
祁
の
剛
毛
あ
り
一
は
巾
庚
く
'
し
て
強
く
屡
よ
多
く



雑事物勤

の
毛
生
え
た
り
。
他
は
細
長
く
・
し
て
単
純
な
り
。
畑
山
板
の
後
級
に
は

少
〈
三
も
五
本
の
ロ
K
b
d
附
毛
の
群
ゐ
h
で
後
方
に
向
ふ
白
細
長
き

数
本
の
剛
毛
阻
昭
突
起
の
基
部
に
存
在
す
っ」
第
一
脚
一
基
節
ご

四
節
の
内
校
三
よ
h
-成
る
。
基
節
に
は
前
面
に
多
〈
の
細
長
き
剛

毛
あ
り
後
面
に
は
大
な
る
鰍
絞
め
り
。-一
初
め
の
四
本
は
多
少
キ
チ

ン
質
化
a

し
て
下
方
を
向
く
。
内
校
第
一
節
に
二
本
第
二
第
三
節
に

各
一
本
・
の
剛
毛
あ
り
。
末
節
は
頗
る
短
〈
大
な
る
爪
ご
二
本
の
小

な
る
剛
毛
さ
よ
り
成
る
。」
第
二
、
第
三
仰
は
略
第
一
節
に
同
じ
前
方

に
は
小
な
る
剛
毛
あ
り
後
方
に
は
其
の
二
本
あ

b
て
和
大
な
り
。」

刷
毛
紙
器
は
雄
の
第
二
加
の
基
部
に
ゐ
り
口」
足
叉
、
比
較
的
弱
く
、

末
端
に
七
本
の
剛
毛
あ
り

て
並
ぺ
り
。」
側
限
は
時
三
=
し
て
な
き
事

あ
b
。
各
校
及
び
其
の
他
の

キ
チ
ン
化
せ
る
部
は
誌
γ
し
〈
鳶
色
を

な
す
。
介
甲
も
同
じ
色
な
り
日

二第誌百
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介
甲
一
方
叉
は
雨
方
の
下
竿
一分
に
多
少
の
均
ゐ
り
。」
第
二
鮪

角

細

長

く

第

二、

低
三
節
若
'
し
く
長
乙
。」
第
一
仰
の
偲
板
の
一初

め
四
本
の
放
射
線
は
下
方
に
向
ひ
初
毛
版
を
な
さ
子
。

岡
由
・

L

同
町
内
向
む
・
包
含
"
。
ι

之
、
。
南
側
角
川
=
且
唱
会
叫
h
F
E
・
閉
山
岡
ア

介
申
和
三
角
形
に
近
〈
中
央
最
も
高
〈
長
き
さ
の
比
三
割

一二・五
3

故
に
上
級
の
応
曲
頗
る
念
な
り
。
前
総
は
介
甲
の
高
さ
の
二

分
一
の
庭
に
て
最
も
前
方
に
突
き
出
た
ち
。
下
方
に
は
九
〈
品
開
れ

ご
も
上
方
に
は
併
に
走
り
て
上
絞
に
合
す
。
後
山
総
は
高
さ
の
竿
日
付

の
彪
よ
り
少
・
し
下
方
H
M
も
後
方
に
突
、き
出
で
上
方
に
僅
か
に
凹
み

十銃一( 3 ) 
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を
作
り
て
上
級
に
合
・
し
、
下
方
に
は
滞
か
に
山
る
。
此
彪
に
約
九
い

の
小
な
る
歯
あ
b
。
下
級
は
中
央
和
問
め
り
。
右
介
は
左
よ
り
利
細

長
〈
頂
上
は
扇
〈
下
級
の
湾
入
は
和
大
な
り
ロ
表
面
に
は
一
バ
イ

に
紫
色
の
初
長
き
刷
毛
を
以
て
術
た
さ
れ
前
線
じ
近
〈
一
個
の
渦

あ
り
。
前
後
級
に
は
強
き
大
な
る
剛
毛
あ
り
口
閉
鎖
筋
は
七
似
あ

り
て
中
央
よ
リ
下
方
に
あ
り
3

上
よ
り
見
れ
ば
中
央
よ
り
少
、
し
前

方
自
恥
泊
料
巾
炭
〈
前
後
に
尖
る
。
」
第
一
鮒
角
第
一
節
に
は
細
か
き

毛
多
く
生
ゆ
。
第
二
l

第
四
節
に
あ
る
剛
毛
は
一知
〈
第
五
に
は
四

本
、
第
六
、
第
七
に
は
各
五
本
の
朗
、
る
長
き
毛
炊
の
剛
毛
ゐ
句
。」
小

m
鮒
援
は
無
節
口
」
足
叉
各
一
お
に
二
本
の
長
き
強
手
羽
毛
放
を

な
す
剛
刺
三
短
〈
細
き
三
本
の
剛
毛
さ
二
本
の
甚
に
小
な
る
刷
毛

さ
あ
ち
。
」
長
さ
一
粍
。

科

()
W
2
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P
O

介
甲
業
の
形
一
定
せ
十
常
に
堅
〈
石
灰
化
'
し
時
芭
h

し
て
は
複

雑
な
る
斑
痕
あ
り
可
内
級
、
次
級
及
び
孔
滋
は
椛
々
の
形
を
な
す
。
蛾

番
は
大
低
石
・
一次
化
せ
る
向
。
乞
有
す
3

」
第

一一
胸
角
一
般
に
五
乃
王

七
節
な
り
白
川
…
毛
は
柔
く
叉
は
附
刺
、
瓜
放
を
な
す
。
」
第
二
側
角
一

基
節
之
内
枝
一
丁
ー
四
節
よ
し
り
成
る
口
末
節
に
は
二
、
三
本
の
附
刺
又

は
爪
あ
り
。
外
枝
は
憶
に
紡
訪
問
毛
を
な

L
、
二
、
三
節
よ
り
成
り
内

校
よ
り
長
げ
れ
JY-
も
雄
に
あ
り
で
は
屡
非
常
に
短
く
、
来
節
の
先

端
(
即
も
内
校
第
一
節
の
基
・
鴻
)
に
附
去
す
。
大
な
る
二
つ
の
紡
ね

脈
問
の
前
川
川
上
方
に
位
・
し
其
の
間
口
は
外
校
の
先
端
に
あ
り
t

内

校
第
一
節
に
は
庇
毛
生
ゅ
。
」
大
川

mm
々
の
形
を
な
与
し
抱
一
郎
は

m
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慌
の
用
を
な
'
し
胸
設
は
三
l

四
節
に
・
し
て
外
枝
は
鯨
板
又
は
惚
絞

芯
・
し
て
其
の
第
一
節
に
附
着
せ

b
。」

小

偲

略

3
d
ES
じ
同

じ
。
大
な
る
鯨
板
あ
り
ロ
屡
阻
鴫
突
起
の
数
減
じ
叉
髭
鮪
は
其
の
痕

跡
の
み
ご
な
れ
る
あ
り
3

」
第
一
ー
ー
筋
三
脚
歩
行
の
役
を
な
じ
互

に
相
似
た
り
。
各
前
方
を
向
け
る
一
基
節
ご
後
方
を
向
げ
る
三
節

(内
校
)
芭
よ
り
な
る
。
第
一
脚
の
悲
節
に
は
前
方
先
端
に
二
本
、
中

央
に
二
本
戒
は
よ
り
多
〈
の
剛
毛
あ
り
。
後
方
に
は
一
般
に
勿
毛

朕
を
な
す
一
本
の
剛
毛
あ
り
之
れ
鯨
板
の
残
り
な
る
ぺ
・
し。

此
の

も
の
は
時
予
し
て
な
き
事
ゐ

b
D内
校
の
第
一
節
(会
館
さ
・
し
て
は

第
二
節
)
及
び
稀
に
第
一
一

(
会
問
?
し
て
は
第
三
)
節
の
前
方
先
端

に
一
本

ω
丈
夫
な
る
剛
毛
ゐ
り
D

末
節
に
は
長
き
爪
放
の
側
刺
あ

り
ロ
之
れ
は
牲
て
は

切ぬな
-
L
E
の
如
く
第
四
節
(内
校
)
に
あ
り
'
し

も

ωが
内
校
の
第
三
、
第
四
節
の
総
合
に
よ
り
て
第
三
節
に
見
出

さ
る

3
至
λ

了
し
な
る

ぺ
・し
。
第
二
脚
の
基
節
の
前
方
先
端
に
一
本
、

中
央
に
一

ーー
二
本
、
後
方
に
は
一
本
の
剛
毛
る
り
。
英
他
前
脚
に
同

C
け
れ
ざ
も
刷
毛
の
数
少
き
事
ゐ
り
n

」
刷
毛
器
は
お
に
第
一
脚
の

近
〈
に
あ
り
ロ」
尾
叉
二
本
又
は
多
〈
の
小
な
る
弱
缶
、剛
毛
よ
り

な
る
口
雄
性
交
持
突
起
の
形
状
は
殊
に
必
要
な
り
a

門
的
に
底
曳
き
又

は
泌
を
洗
ひ
て
の
み
採
集
せ
ら
る
。
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層

ミ

~~~
3・0
」宮
内
ミ
・2
N
(ナ
。

-
m〉
出
羽

介
甲
堅
〈
係
り
透
明
な
ら
?。後
線
中
央
よ
ム
ツ
少
・し
高
〈
、
小

な
る
後
方
突
起
あ
り
。
表
而
の
波
痕
は
常
に
太
く
又
大
な
る
翠
一
放

突
起
ゐ
'り
。
閉
鎖
筋
の
痕
跡
ほ
四

l
五
は
り
。内
務
は
前
線
及
び
後

四

級
に
於
て
は
下
級
に
於
け
る
よ
り
も
多
く
外
線
よ
り
離
る
。
右
介

は
左
介
よ
り
大
蝶
番
は
多
く
の
前
よ
り
な

b
中
央
の
は
微
か
な
れ

J
Y

」
も
雨
端
に
あ
る
は
頗
る
大
な
り
。」
第
一
燭
角
五
l
六
節
よ
り

成
る
ロ細
長
く
剛
毛
は
毛
放
な
り
末
節
は
頗
る
短
く
乙
て
小
な
り
@
」

第
二
鰯
角
内
枝
、
叫
凹
節
、
第
三
節
に
知
的
党
器
な
、
し
。
」
大
畑
山
岨

一
mm
歯
は
山
単
純
に
n

し
て
小
鮒
お
は
三

l
四
節
γ

ケ
し
て
鯨
板
の
あ
る
虎

一

に
一
本
の
術
躍
な
る
鰍
級
あ
り
ロ」
小
鯨
納
長
き
阻
附
突
起
ゐ
り
口

一
偲
板
に
は
二
本
の
放
射
線
あ
り
て
口
方
に
向
ム
共
に
同
吋
し
長
さ
な

(

ム
リ

a
」

第

一
1
1
第
三
脚
細
長
〈
第
一
脚
に
一
本
、
第
二
脚
に
二
本
の

ん
剛
毛
第
一
節
の
前
面
に
あ
り
。第
三
脚
に
な
乙
口第
一
脚
に
二
本
、
第

一

二
仰
に
一
本
又
は
稀
れ
に
二
本
の
剛
毛
第
一
節
の
後
商
に
あ
れ
ざ

…
も
第
三
脚
に
は
な
乙
。」
尾
叉
甚
ピ
小
に
乙
て
一
般
に
二
本
の
剛
毛

て

の
れ
ぎ
も
な
き
事
も
あ
り
。

一

回
制
・
会

3
3・さ
2.
。--ZEsau-4司
・
ヨ
問
問
.F
F
E
同
・

一

q
Z
E
E
-
巧

Z
2

5

5
2
可

UZ
E
E
-
Z
2
202

2

2

Z
42戸

一

辺

g
HV乙
]
V
『

O
ロ
・
ω
了
ヲ

ω

。ω

一

介
甲
一
知
菱
形
上
級
は
烈
・
し
く
曲
れ
ざ
も
下
級
殆
吉
良
一
直
な

…
り
口

前
線
よ
り
滑
か
に
漣
b
其
の
下
竿
に
於
て
烈
・
し
〈
九
〈
突
起

一
'
し
此
彪
に
四
本
の
小
な
る
向
あ

b
。
後
縁
は
後
方
突
起
に
rφ

り
て

4

抗
角
に
曲
げ
ら
れ
下
方
に
は
二
、
三
の
凸
凹
あ
り
。
下
級
に
持
す
る

彪
は
表
面
翠
一
般
一
突
起
に
よ
り
て
隠
る
、
中
央
円
以
も
高
く
長
さ
之
の

比
二
割
三
・
五
。
背
面
の
は
川
越
は
限
に
泣
く
起
s
り
上
級
に
卒
行
に
走

h
後
方
突
起
に
泣
く
下
方
に
殆
ざ
抗
角
に
曲
る
。

'M商
陀
起
は
前

端
掲
の
上
方
に
起
り
下
級
に
技
乙
其
の
後
竿
に
て
は
烈
く
突
き
出



ニ第誌雑皐物勤

で
翌
一
山
肌
突
起
を
な
す
次
に
庶
角
に
上
方
に
山
'
り
前
降
起
線
三
郎
介

甲
の
高
さ
の
中
央
仁
て
曾
す
。
大
な
る
窪
め
る
痘
痕
少
数
あ
り
孔

道
も
亦
少
・
し
総
法
の
孔
鐙
は
前
後
絞
に
円
以
も
著
'
し
く
川
…
れ
.
た
き
剛

毛
あ
り
。
下
級
に
は
剛
毛
少
な
'
し
ロ
上
よ
り
見
れ
ば
中
央
最
h
巾
炭

く
前
方
に
急
に
狭
〈
後
方
に
は
除
々
た
り
北
川
而
の
は
m
起
後
方
に
近

く
よ
〈
顕
る
、
蝶
番
の
歯
は
略
十
本
な
ふ
り
。
」
第
一
胸
角
六
節
じ
・
し

て
第
三
第
四
節
に
は
各
一
本
、
第
五
節

γ
は
四
本
、
末
節
に
は
四
本

の
剛
毛
三
一
本
の
知
覚
毛
.
乙
あ
り
。」
第
二
鮒
角
内
校
第
一
、
第

二
節
じ
は
毛
ゐ
ち
。
剛
毛
は
第
一
節
に
二
本
、
第
二
節
に
三
本
第
三

節
に
二
本
あ
h
o
末
節
は
殊
仁
一
知
〈
二
本
の
爪
某
の
先
端
に
あ
り
、

外
枝
は
三
節
な
り
ョ
」
足
父
二
本
の
桜
小
な
る
附
毛
三
一
本
の
附

刺
ご
よ
り
な
る
D

」
雄
性
交
泌
総
主
突
起
ご
訓
突
起
ご
よ
り
成
り

前
者
は
和
大
な
り
共
に
先
別
尖
る
前
者
は
利
々
巾
府
ア
し
J

北
命
パ
仰
の

巾
は
雨
・
突
起
の
長
さ
ご
岡

C
位
な
り
。
長
さ
、
四
れ
に
・
し
て
介
色
茨

鳶
色
叉
は
黄
色
。

十九百

• 麗
L~
d門町
』
・
円
円
円

~c旬
。~山ヘ
C
と

同

門
事

同

阿

川

u
F
ロ
出
戸
内

競

介

甲

簿

〈

殆

Y
透
明
に
乙
て
滑
か
な
り
、
閉
鎖
筋
痕
は
小
に

・し
て
四
倒

一
一
列
に
並
ぶ
u

内
総
は
外
旅
よ
り
少
乙
一
郎
れ
て
走
り
前

後
紋
に
於
て
は
利
多
〈
隣
る
0

・
次
絞
は
外
紋
に
接
・
し
て
・
存
在
す
、
表

面
及
び
訟
法
の
孔
道
は
少
く
限
は
常
に
上
方
前
面
仁
接
す
介
色
は

科
々
に
'
し
て
黄
、
紫
、
鳶
色
等
ゐ
り
。
」
第
一
鰯
角
ム
ハ
節
。
頗
る
細

長
く
以
後
の
二
節
は
一
知
〈
、
終
り
の
三
部
に
は
細
か
き
毛
あ
り
J

」
第

二
鰯
角
一
系
節
三
ニ
1
1
四
節
の
内
校
さ
よ
り
な
る
内
校
の
先
端

( 5 ) 

北

)

O
三
崎
産
介
形
郊
に
就
き
て

山

に
は
二
本
の
強
附
刺
(
爪
)
あ
り
一
は
必
や
小
な
h
、
紡
総
腺
殊
に

大
な
り
之
れ
附
お
生
活
を
な
す
潟
め
な
る
べ

L3」
大

阪

基

節

は

細
長
き
堅
き
キ
チ
ン
質
の
棒
に
・して
阻
鳴
歯
ご
一
玄
ム
ペ
き
も
の
な

知
し
、
鮪
薮
は
頗
る
細
長
〈
・
し
て
弱
〈
基
節
に
高
〈
附
若
'
し
二
1
1

四

節
な
れ
、
ざ
も
関
節
断
、
る
不
分
間
な
り
木
端
に
五
本
位
の
毛
あ
り
。」

小

願

阻

間
突
起
は
甚
乙
〈
鮪
曜
に
じ
て
二
個
あ
る
の
み
即
も
第

二
、
第
三
突
起
に
'
し
て
先
端
に
長
き
毛
め

b
、
屡
治
一
・
突
起
の
あ
る

べ
き
庭
に
一
、
二
本
の
剛
毛
後
見
せ
ら
る

I
事
あ
り
、
胸
表
は
な
く

又
は
一
本

ω
附
毛
ご

L

て
共
の
痕
跡
や
』
留

U
、
仰
山
板
は
甚
炉
、
〈
‘
し

二
本
の
同
じ
長
さ
の
剛
毛
口
・
一
・
々
に
向
ひ
て
存
在
す
。
」
第
一
1
1

第
三

脚
第
一
第
二
脚
の
第
一
節
前
刊
紙
中
央
に
は
各
一
本
の
刷
毛
あ
れ

ぜ
も
第
三
脚
に
は
時
々
な
き
事
あ
り
口
叉
第
一
脚
第
一
節
の
先
端

の
二
本
山
川
毛
の
内
一
本
は
瓜
朕
を
な
す
。
」
見
文
二
本
の
刷
毛

ご
一
の
大
な
る
突
起
さ
よ
り
成
り
屡
毛
生
ゆ
口
此
の
底
に
属
す
る

各
犯
は
形
態
品
川
郎
、
る
類
似
、
し
一
分
類
共
に
困
難
な
り
、

H
ハ
介
叩
の
後

郊
の
形
服
、
こ
縫
性
交
接
突
起
之
を
主
な
る
日
校
三
な
す
、
作
山
に
一
向

車
上
に
住
楼
す
。

回。・

hLW
『匹
、』・ミ色
合-JR
・e
2
2
=
=ミ
Awezre
--
z
-
p
z
・
4
・・

介
甲
前
方
じ
狭
〈
な
る
最
も
高
き
所
は
後
方
に
近
く
長
さ
芯

の
比
二
割
五
、
放
に
長
卵
形
を
な
す
。
前
総
は
九
〈
尖
り
、
後
級
は
大

〈
九
〈
曲
ム
ソ
英
の
上
級
さ
接
す
る
虎
に
局
た
き
小
突
起
あ
り
。
上

日
以
は
前
方
に
傾
斜
・
し
て
利
山
れ
ご
も
下
松
は
仇
(
ド
れ
な
り
J

次
仰山に

は
孔
遂
な
3

し
、
上
よ
h
見
れ
ば
細
長
き
卵
形
に
乙
て
中
央
よ
り
少

加
し
後
方
最
も
巾
賢
、
〈
長
さ
の
三
分
の
一
位
な
り
前
方
に
尖
り
後
方

五



(一論

説
)

O
三
崎
産
介
形
類
に
続
き
て

(
梶
山
)

了1i ) 

に
九
、
し
。
」
第
一
胸
角
第
三
節
の
内
外
側
に
絢
毛
あ
り
活
三
節
に

一
本
第
四
に
二
本
、
第
五
こ
三
本
、
末
節
に
一
本
の
川
毛
あ
ち
末
節

の
は
和
大
な
り
。
」
第
二
鮪
角
紡
絞
剛
毛
は
三
節
よ
り
成
る
。
内

校
第
一
|
第
三
節
に
は
各
一
本
の
細
き
附
毛
あ
り
。
」
大
偲
長
燭

は
三
節
に
'
し
て
末
節
に
六
本
の
毛
あ
り
。
」
小

m
第
一
阻
隔
突
起

は
二
本
の
川
毛
よ
り
な
る
納
長
な
し
。」
第
三

脚

末

節
及
び
爪
に

毛
生
へ
た
り
。」
長
さ
・
七
粍
色
は
種
々
に
乙
て

一
般
に
中
央
黒
〈

口
に
近
〈
紫
色
な
り
。

-吋・岡田ミモミ『旬。
-
h

・3
説
、

e-zaehvhszhパミ
=
=
e
z
・
2
『・

介
甲
長
み
が
た
な
り
中
央
最
も
高
〈
長
さ
の
約
三
分
の
一
な

り
、
上
総
は
伊
か
に
山
り
前
総
は
九
く
下
級
は
略
兵
直
に
・
し
て
前

端
よ
h
約
四
分
り
四
法
よ
り
鈍
用
を
な
・
し
て
上
方
に
曲
る
、
後
端

に
て
は
其
の
中
央
よ
り
ー
が
ノ
・
し
上
方
に
扇
た
き
突
起
あ
り
故
に
会
臨

?
し
て
介
甲
は
雨
端
に
柏
尖
る
、
下
総
に
近
く
僅
か
の
毛
あ
り
。」小

惚
第
一
阻
昭
次
〈
起
は
大
な
る
剛
毛

ι
一
本
の
細
き
毛
さ
よ
り
な

る
ロ
鮪
援
は
一
本
の
毛
よ
り
な
る
n

」
第
一
ー
ー
第
三
脚
末
端
の
爪
は

短
く
・
し
て
小
な
h

第
三
脚
の
第
三
、
第
四
節

ω
一
方
に
は
毛
生
ゆ
。
」

尾
叉
二
本
の
剛
毛
勿
毛
版
乞
な
さ
十
。」
縫
性
生
勉
突
起
大
な

る
交
接
突
起
は
之
れ
に
於
倍
す
る
基
節
ご
直
角
を
な
・
し
て
曲
、
り
先

端
は
尖
る
其
の
基
部
に
二
本

ω小
な
る
剛
毛
ゐ
り
。
」
長
さ
・
七
粍
u

」

介
甲
の
色
は
昔
一
帯
鳶
色
、
上
方
に
近
〈
紫
色
を
な
す
ロ

園
初

-hvs・
ミ
ぎ

-aszsas--司、3
・p
z・
@
回，.

介
申

卵
形
に
じ
て
中
央
よ

b
少
'
し
後
方
最
も
高
〈
長
き
さ
の

比
二
割
三
の
如
'
し
、

上
級
は
佳
か
に
曲
れ
ぎ
も
下
級
は
殆
ど
直
線

大正年月十五日
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を
な
・
し
中
央
少
・
し
径
め
り
、
前
線
は
九
〈
曲
れ
ぜ
も
後
縁
は
其
の

中
央
よ
り
上
方
稲
突
き
出
で
た
り
、
次
総
に
は
孔
道
小
数
に
散
布

せ
り
。
」
大

M

業
基
節
似
る
長
・
し
。
」
小
細
川
ハ
第
一
一
世
嶋
突
起
は
二

本
の
剛
毛
よ
り
成
る
燭
表
は
会
〈
な
・
し
。
」
尾
叉
二
本
の
剛
毛
に

は
毛
な
く
英
の
上
方
に
位
す
る
一
大
三
角
形
突
起
は
英
の
上
方
に

毛
生
へ
た
り
。
」
雄
性
生
殖
器
三
角
形
に
・

1
・
腕
る
浮
〈
後
方
に

尖
る
。
長
さ
・
一
七
粍
2

介
色
黄
白
色
。

目。・

h
d
=・2
ゐ
ash-
ゅ。め且唱。
-=aE3hpG-a==rz-a
t
・

介
甲
短
〈
-
し
て
卵
形
に
近
く
中
央
よ
り
後
方
に
近
く
最
も
一
両

〈
長
き
さ
の
比
二
分
の
一
位
な
h
、
上
級
は
僅
か
に
曲
り
て
前
方

に
M

引
き
、
後
級
三
認
す
る
庭
に
府
卒
な
る
突
起
あ
り
此
庭
に
少
・
し

凹
み
あ
る
を
見
る
、
後
um
は
前
方
に
傾
き
て
殆
ぜ
」
鼠
(
直
に
下
る
、
前

位
以
は
九
乙
、
下
級
は
真
白
な
れ
J

」
も
中
央
僅
か
に
凹
h
u
、
表
面
に
は

多
〈
の
毛
散
布
す
。
」
第
二
筒
角
内
外
枝
共
に
三
節
な
h
o
」
第
一

!
第
三
脚
末
節
の
爪
は
小
に
'
し
て
短
・
し
。
」
雄
性
生
殖
器
小
に
'
し

て
来
節
の
上
に
槌
朕
の
突
起
を
な
す
一
は
尖
り
て
後
方
を
向
き
他

は
九
〈
》
し
て
前
方
を
向
く
。
」
長
さ
・
三
粍
J

」
色
は
桁
々
に
'
し
て
鳶

資
色
黄
白
色
に
'
し
て
中
央
に
僅
か
じ
黒
き
斑
貼
あ
り
。

u
e・同
L

・2』
-a品
。
告
。
め
-mC』
Z
S
Q
Z
ミミ岨
-
h
h邑

J
2
-
r
E
・
E
・-

介
甲
長
方
形
を
た
'
し
雨
端
利
尖
る
、
上
級
は
其
の
中
央
佳
か
に

膨
h
u
然
れ
J

」
上
下
級
は
殆
ぜ
」
卒
行
す
、
一
向
き
ご
長
さ
ご
の
比
一
針

三
、
表
面
に
は
佳
か
に
毛
生
ゆ
、
限
は
淡
紅
色
e
」
第
一
絢
角
五
節

な
り
第
三
節
内
外
側
に
毛
あ
り
又
一
本
の
剛
毛
あ
h
、
第
四
節
は

二
節
癒
合
せ
る
詮
?
し
て
其
の
中
央
に
剛
毛
二
本
あ
り
先
端
に
は



銃一十九百二第誌雑 l{l:物動

其
の
三
本
を
見
る
末
節
に
は
一
本
り
大
な
る
川
毛
ゐ
り
。」
第
二
胸

角
紡
絞
剛
毛
は
三
節
、
内
校
も
三
節
な
り
、
第
一
節
に
一
本
、
第
二

節
に
三
本
の
附
毛
あ
り
内
二
本
は
其
の
中
央
に
位
す
B

」
第
一

l

第

三
脚
第
三
脚
は
三
節
な
り
、
末
節
下
宇
の
一
側
面
に
は
宅
生
ゆ
、

第
一
第
二
脚
の
先
端
爪
の
基
部
に
小
な
る
毛
ゐ
b
。
」
尼
叉

一一
本

の
剛
毛
の
中
一
本
は
短
乙
三
角
突
起
な
じ
。」
長
さ

0
・
二
粍
に
'し

て
白
色
に
近
乙
。
」
縫
は
途
に
見
蛍
ら
ぎ
り
き
口

H

何
回・同ぷ=・ミも・
3
ト

H

・3
h

折、s
z
z
-
m
-
-
r
=
-川
M
Z
h
Z
E
Y
E
-
m
z
，.

介
甲
和
三
角
形
を
な
す
、
中
央
最
も
高
〈
長
さ
さ
の
比
二
濁

五
、
上
級
烈
'
し
く
川
山
・
し
前
総
に
向
ひ
利
尖
り
此
彪
に
小
さ
〈
九

〈
な
り
て
下
級
に
迩
る
、
後
級
に
て
は
和
大
き
〈
九
く
な
り
上
隅

に
局
た
き
突
起
あ
h

り
下
級

ε接
'
し
て
鈍
角
を
な
す
、
下
級
は
英
の

中
央
和
問
h
u
、
内
絞
は
後
方
に
於
て
放
に
多
く
外
紋
よ
h

雌
れ
火

設
に
は
多
く

ω孔
逃
ゐ
り
匁
め
に
波
放
を
ロ
壬
す
。
」
第
一
鮒
仏
ハ
六

節
、
第
三
仰
に
毛
あ
り
共
の
先
端
に
一
本
、
第
四
に
一
本
、
第
五
に

二
本
、
末
節
に
三
本
の
毛
欣
川
毛
あ
り
ロ」
第
二
胸
角
紡
続
剛
毛
は

二
節
、
内
技
は
四
節
な
り
ロ
」
小
問
第
一
岨
附
突
起
は
二
本
の
剛

毛
よ
り
な
る
戸
沼
一
ー
l

第
三
脚
本
節
は
対
〈
加し
て
形
小
な
り
、
」

尾
叉
一
本
の
剛
毛
主
ニ
角
球
の
突
起
さ
よ
り
成
り
上
方
に
毛
生

ゆ
口
」
雄
性
生
Mm
山
市
郎
、
る
退
化
せ
る
も
の
に
じ
て
二
本
へ
そ
い
卒
な

る
・
突
起
よ
り
な
り
一
方
は
小
な
り
。
」
長
き
・
一
七
粍
に
為
し
て
中
央

和
泉
/
し
戎
黄
色
な

b
。

H
H
U

・
h
.
2
回・ミ『判。
h
H
X
w
u
w

崎会=ミ司岡、念、、
4
2
ι
T
2
・m山
岡
，
.

介
甲
和
卵
形
、
中
央
よ
り
少
・
し
後
方
最
も
高
〈
略
高
さ
の
二

;::-1'>. 
画問

設

)

O
三
崎
産
介
形
怨
に
就
き
て

(
梶
山
)

八
?
の
て
上
設
は
可
成
り
列
小
し
〈
的
府
、
し
前
方
に
向
ひ
て
傾
斜
の

度
大
な
り
限
に
近
〈
小
な
る
突
起
あ
り
、
前
総
は
小
さ
く
九
〈
曲

り
後
級
は
大
き
く
曲
り
略
二
倍
に
達
乙
上
隅
に
卒
た
き
突
起
ゐ

ム
リ
、
共
の
上
方
初
凹
h
u
下
方
に
て
は
下
総
ご
小
な
る
鈍
角
を
な
す
、

下
級
は
時
真
夜
な
り
、
次
は
仰
は
外
絞
に
卒
行
に
・
し
て
波
状
を
な
・
し

各
の
慮
に
は
孔
道
ゐ
り
、
此
の
波
の
形
は
各
穂
に
よ
り
て
一
定
せ

宇
多
き
あ
り
少
き
あ

b
、
表
面
に
は
僅
か
に
毛
ゐ
り
ロ
」
第
一
鰯
角

六
節
、
第
四
、
第
五
節
に
各
三
、
四
本
の
川
毛
あ
り
。」
第
二
鮒
角

紡
統
制
毛
は
三
節
、
内
校
は
悶
節
。
」
大
肌
加
奈
は
二
節
、
末

端
に
六
本
の
毛
ゐ
ム
リ
ロ
」
第
一
第
三
脚
米
節
爪
は
匁
且
細
、
第
三

脚
第
三
節
の
一
側
に
毛
あ
り
口」
雄
性
生
殖
器
大
な
る
楽
節
の
先

き
に
二
本
に
分
離
せ
る
交
接
突
起
あ
り
陥
同
大
、
北
(
の
悲
郊
に
一

本
の
尖
れ
る
小
な
る
剛
毛
あ
り
て
渦
忽
〈
。
給
総
体
u
は
航
る
明
白

に
じ
て
基
部
を
貫
通
す
。
」
長
さ

0
・
七
粍
。
」
介
色
は
稲
々
に
お
し
て

会
胞
巣
く
前
端
に
近
〈
白
き
も
の
叉
は
黄
白
色
に
・
し
て
中
央
に
黒

き
班
貼
あ
る
も
の
等
あ
り
。

• 屡
U

円三件。
r~V2・な

C
・
C
・白い対日以

介
甲
種
々
の
形
肢
を
な
乙
一
般
に
表
而
滑
か
な

b
、
内
線
は

前
方
に
て
又
は
後
方
に
て
少
・
し

;
外
旅
よ
り
陥
る
兆
の
他
じ
あ
り

で
は
全
〈
卒
行
'
し
近
く
走
る
、
下
級
に
て
は
其
の
中
央
に
於
て
次

総
に
援
す
、
孔
近
は
頗
る
切
に
・
し
で
一
分
校
せ
子
治
れ
仁
川
ヤ
h

多

(

表
面
に
少
'
し
、
閉
釘
筋
依
怯
凹
問
、
一
列
に
花
ぴ
少
f

雌
れ
て
山

一
個
あ
り
、
之
れ
等
は
各
自
分
れ
て
数
個
さ
な
る
事
あ
り
、
限
の
後

，じ



(論

設
)

O
三
崎
産
介
形
類
に
就
き
て

(
梶
山
)

( 8 ) 

方
に
常
に
純
一
旦
般
の
斑
鮎
お
に
存
在
す
、
一
一
利
の
腺
な
る
べ
仁
、
左

介
は
右
よ
り
大
な
り
、
背
面
の
蝶
番
の
肉
は
前
後
に
各
一
一
刻
あ
り

て
中
央
に
は
只
靭
梯
様

ω股
あ
る
の
み
。
」
第
一
鰯
角
六
節
、
丈

夫
に
・
し
て
剛
毛
に
分
化
な

L
.」
第
二
郷
角
内
校
は
三
節
に
‘
し
て

末
端
に
二
本
の
爪
ゐ
り
一
方
は
小
な
り
、
第
二
節
の
先
端
に
も
一

本
の
爪
ゐ
ち

て
路
之
れ
ご
岡
大
な

b
、
紡
総
剛
毛
は
二
、
三
節
な

り
。
」
大
間
悲
節
は
・
川
合
に
小
な
り
、
鮒
京
日
三
節
に
〉
し
て
惚
板

は
二
本
の
鰍
線
さ
な
れ
ム
リ
。」
小
川
川
畑
薮
は
無
節
、
大
な
る
偲
板

に
は
一
本
の
邪
線
(
P
Z
E'rご
ご
ミ
)
あ
り
。
」
第
一

ー
ー
第
三
脚

第

一

節
の
中
央
前
方
及
び
後
方
に
各
一
本
の
剛
毛
あ
り
ロ
」
口
九
叉
唯
に

あ
り
で
は
二
本
の
不
等
の
剛
毛
よ
ι
り
成
L

リ
、
雄
に
ゐ
り
で
は
其
の

三
本
よ
り
な
L

り
て
生
殖
器
に
国
有
せ
り
。

NHW.
‘岡市
旬、
叫町

-shehV町一
-
-
L
h湖
毎

『

句

、

Ma--』之内
w
z
a
hM4
e
園
田
・

ω
岡，.

介
甲

一
知
〈
加
し
て
航
る
高
〈
長
さ
ず
・
の
比
二
割
三
、
中
央
よ
り

少
・し
後
方
円
以
も
す
向
、
し
、
上
級
は
烈
'
し
く
山
り
殆
ざ
丸

、前
方
に
向

ひ
て
傾
斜
和
緩
か
な
り
、
下
級
は
真
直
に
・
し
て
中
央
少
‘し
窪

U
、
前

後
紋
は
共
に
九
〈
曲
れ
ぎ
も
前
総
は
和
小
な
旬
、
次
総
は
上
方
を

除
き
武
(
の
他
に
あ
り
で
は
明
か
に
表
は
る
、
孔
泡
は
会
表
面
十
一一迎

じ
て
よ
く
後
逮
"
し
上
方
に
は
裳
の
数
少
'
し
、
其
の
先
端
に
は
数
本

の
毛
あ
り
、
総
透
に
於
て
は
下
級
の
中
央
不
明
に
f
)
て
毛
も
の
、
し
、

閉
鎖
筋
は
よ
く
胤
刊
誌
す
、
川
似
の
後
方
に
あ
る
腕
一
双
山
肌
の
腺
は
似
る

不
分
明
な
り
己
第
一
樹
角
六
節
、
第
一

1
l
第
三
仁
は
各

一
本
、第

四
|
第
五
に
は
各
二
本
の
川
毛
め
り
、
第
二
節
に
は
毛
生
ゆ
。」
第

二
鮪
角
第
一
1
1
第
二
節
に
は
各
一
本
の
剛
毛
あ
え
紡
績
剛
毛

大正年月日五十

A. 

は
二
節
。
」
大
阪
基
節
に
は
五
本
の
阻
峨
尚
三
一
本
の
長
き
剛
毛

ご
あ
り
、
鮪
援
策
一
節
に
一
本
、
第
二
、
第
三
節
i

は
放
本
の
剛
毛

ゐ
h
o
」
小
川
川
各
阻
附
突
起
並
に
胸
去
の
先
端
に
は
細
か
き
毛
あ

り
、
鰯
白
色
裂
の
基
部
に
も
多
〈
あ
り
。
」
第
一
1
1
第
三
脚
、
末
端
爪
は

細
長
〈
下
竿
じ
毛
生
ゆ
n

」
雄
性
生
殖
器
尖
れ
る
一
知
き
交
接
突
起
さ

其
の
来
郊
に
鈎
放
を
な
す
附
刺
紋
め
副
校
さ
ゐ
り
て
大
な
る
基
節

仁
附
着
す
。」
長
さ
・四
五
粍
。」
介
色
灰
色
な
り
。

属

NUC
'3
3
~
~内
up
e
p・
c・∞
h
F
H
H

∞・

介
甲
病
問
々
に
'して
後
端
介
甲
の
高
さ
の
中
央
よ

b
ー
か
ノ
乙
上
方

に
常
に
後
方
突
起
ゐ
り
其
の
大
さ
一
定
せ
子
、
表
面
に
は
種
々
の

彫
刻
ゐ
り
時
三
'
し
て
は
凹
み
目
鈴
り
大
に
乙
て
隔
壁
殆
ど
不
分
切

の
事
ゐ
句
、
表
面
彫
刻
の
後
雑
な
る
潟
め
閉
鎖
筋
痕
、
内
総
及
び

次
総
問
る
不
一分
明
な
り
、
級
治
仁
存
在
す
る
孔
逃
は
数
多
〈
・
し
て

分
校
せ
や
頂
上
に
炭
く
な
、
り
此
彪
に
毛
数
本
あ
り
、
又
表
面
孔
道

の
内
面
に
は
屡
色
素
附
一
字
し
矯
め
に
介
甲
銀
白
色
を
ロ
壬
す
る
事
あ

h

、
一
般
に
剛
毛
多
か
ら
子
、
左
右
雨
介
殆
乞
同
大
、
峻
訴
は
頗
る

丈
夫
に
乙
て
背
面
の
歯
よ
〈
後
遠
す
ロ」
第
一
絢
角
六
節
.
甚
だ

細
長
き
毛
あ
り
て
末
節
に
あ
る
も
の
は
終
り
の
二
、
三
節
の
長
さ

よ
り
長
'
し
、
時
三
、
し
て
爪
状
剛
刺
に
一分
化
せ
る
事
ゐ
b
。
」
第
二
絢

角
内
枝
は
三
節
、
末
節
は
短
く
路
同
大
の
爪
先
端
に
ゐ
h
ノ
、
紡

松
川
毛
は
二
節
」
J

大
肌
悲
節
は
炉
、
る
大
、
阻
附
歯
d
五
本
に
'
し

て
先
端
よ
く
凸
凹
せ
b
、
偶
去
三
l
四
節
に
、
し
て
多
く
の
剛
毛
あ

ち
其
の
第
一
節
に
は
偲
板
の
残
り
さ
・
し
て
二

l
三
本
の
鯨
線
あ



来:ft皐物動

り
。」
小
問
、

三
個
の
阻
略
突
起
三
一
節
の
鰯
以
紙
芝
ゐ
り
て
先
端
に

数
本
の
毛
ゐ
'
り
、
鯨
板
は
頗
る
大
、
一
個
の
邪
紋
之
れ
に
附
表
せ

b
。」
第
一
l
l
第
三
脚
細
長
く
皆
第
一
節
に
二
本

ω
前
方
を
向
へ

る
剛
毛
主
一

本・
の
後
方
ヤ
r
削
へ
る
附
毛
ご
あ
り
、
此
者
は
屡
初
毛

欣
を
な
す
而
れ
ぎ
も
第
三
仰
に
あ

b
て
は
前
方
を
向
げ
る
剛
毛
は

一
本
な

b
。」
足
叉
二
本
の
不
等
の
刷
毛
よ
り
な
り
雄
に
あ
れ
で

は
交
接
突
起
仁
よ
く
附
若
す
。
」
側
眼
常
じ
あ
ち
ロ
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h
-
N
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比
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き
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・
ミ
ヨ
ベ
ラ
ミ
(
J
C∞
5
同

L
E
F
T
-
0
・
f
HJ・
cc・

戸山
内}印FOロぎに・。閉

山・ロ
・τ・

5
--

介
甲
和
卵
形
に
じ
て
中
央
よ
り
後
方
最
も
す
同
〈
官
民
き
さ
の
比

二
封
三
、
雌
に
あ
り
で
は
稿
短
か
き
が
如
乙
、
左
介
の
上
総
は
静

に
曲
り
限
の
透
よ
り
斜
め
に
下
方
に
尽
曲
・
し
高
さ
の
三
分
の
二
透

よ
り
九
〈
下
方
に
山
る
、
右
介
の
上
級
は
和
同
一
牛
に
"
し
て
前
総
ご

は
限
の
近
〈
に
て
僅
か
に
角
を
な
す
、
下
級
は
真
直
な
れ
♂
こ
も
企
(

の
中
央
少

L
凹
U
、
後
総
は
介
甲
の
長
さ
の
三
分
の
こ
よ
り

下
級

ご
鈍
角
を
な
・
し
て
斜
に
上
方
に
向
ひ
高
さ
の
三
分
の
こ
に
あ
る
後

方
突
起
に
迷
=
し
殆
J
Y

」
直
角
を
な
、
し
て
上
総
三
法
る
、
雄
の
介
甲
は

柏
戸
北
く
・
し
て
上
総
局
卒
に
近
〈
叉
雨
介
共
に
前
総
三
角
を
な
す
、

表
面
に
は
杭
々
の
大
さ
の
淀
波
ゐ
h
内
面
仁
は
常
に
青
黒
色
の
色

素
あ
り
て
孔
道
守
中
心
?
し
恰
も
星
の
如
〈
庚
が
る
、
緑
川
浩
に
近

〈
多
〈
の
毛
あ
h
J
上
よ
り
見
れ
ば
中
央
よ
ち
少
'
し
後
方
円
以
も
炭
〈

前
後
に
傾
斜
乙
。
」
第
一
胸
角
六
節
、
第
二
ーー
第
四
節
に
各
一
本
、

第
五
節
に
は
四
本
、
・
本
節
に
は
似
る
細
長
き
二
木
の
間
毛
あ
り
口
」

大
間
大
仕
る
本
節
に
五
本
の
和
後
雑
な
る
岨
川
前
さ
多
〈
の
毛

さ
あ
り
、
鰯
表
末
節
の
一
、
二
本
の
剛
毛
は
爪
放
を
な
す
、
第
三
節

は
中
央
巾
炭
、
・
し
，
」
第
一
仰
の
後
に
向
へ
る
川
毛
は
勿
毛
以
を
な

す
。」
雄
性
生
殖
突
超
大
な
る
北
川
節
ご
先
端
の
尖
れ
る
三
角
形
状

の
交
持
突
起
よ
り
成
る
臼
」
長
さ
・
二
四
花
J
」
介
色
反
れ
色
叉
は
清
一

白
色
。-M

A
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、、.
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h
h
a
e
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Z
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介
甲

和
長
四
角
形
、
上
級
は
殆
ぎ
真
直
に
走
り
限
に
近
く
和

角
を
な
'
し
て
前
線
に
迩
る
、
前
総
は
九
く
原
山
・
し
誌
の
下
竿
は
殊

ゴL
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(10) 

に
甚
・
し
此
彪
に
第
二
合
せ
目
よ
〈
後
述
'
し
外
線
よ
り
六
、
五
の
突

起
を
出
す
、
後
終
は
利
膨
れ
下
竿
の
山
口
出
は
和
な
り
す
同
さ
の
つ
一
一
分

の
二
に
後
方
突
起
ゐ
り
前
三
等
、
し
芳
、
第
二
合
せ
日
会
館
に
よ
〈
後

述
す
、
下
級
は
略
真
直
な
れ
ザ
」
も
後
方
に
和
膨
る
、
高
さ
さ
長
き
さ

の
比
一
割
一
・
七
、
孔
滋
は
第
二
合
せ
自
に
よ
く
後
達

L
其
の
先
端

に
毛
あ
り
、
下
絞
に
て
は
介
叩
下
方
に
膨
れ
出
子
、
表
面
の
痘
痕

及
び
孔
滋
は
路
前
硲
じ
同
町
し
、
内
而
に
色
素
な
-L
、
上
よ
り
見
れ

ば
中
央
よ
り
後
方
最
も
膨
れ
此
庭
に
一
本
の
尖
れ
る
突
起
ゐ
り
、

長
吉
之
の
比
二
毅
三
、
前
方
に
尖
り
後
方
に
九

C
、
雌
に
ゐ
り
で
は

後
端
の
中
央
和
突
き
出
づ
。
」
第
一
一
納
品
ハ
六
節
、
末
節
の
細
長
き
毛

は
左
方
じ
は
四
本
、
右
方
に
は
二
本
あ
り
。」
大
問
山
泌
総
の
ザ
北
部

に
は
葉
山
肌
の
附
M
刷
物
あ
り
、
胸
山
誌
は
先
端
仁
向
ひ
て
細
〈
な
る
。
」

第
一
ー
ー
第
三
脚
凡
て
五
節
、
細
長
、
し
。」
雄
性
生
始
尖
起
略
五

角
形
を
な
乙
取
引
尖
る
是
れ
一
父
抜
突
起
な
り
。
」
長
さ

0
・
七
粍
口

二正大年日五十月

層

。ミ~bs・
()・『・〕
戸一【U
F
F
白河・

介

中

堅

〈

一
般
に
波
痕
あ
り
、
翼
状
突
起
な
・し
、
閉
鎖
筋
痕
は

四
個
に
'
し
て

一
列
に
並
ぶ、

内
線
は
外
縁
に
接
乙
て
走
り
卒
行
に

除
し
て
少
・
し
離
れ
た
り
、
表
面
の
孔
逃
は
頗
る
明
白
な
ら
、
第
二
人
口

せ
目
は
彪
々
外
m
v
M
を
越
'
し
て
存
在
す
、
上
よ
り
見
れ
ば
甚
・
し
く
白
川

卒
に
せ
ら
れ
常
に
高
3
よ
り
巾
狭
乙
、
背
面
の
蝶
番
は
前
方
及
び

後
方
に
は
大
な
る
前
あ
れ
ぎ
も
其
の
中
間
は
況
な
る
か
又
は
僅
か

に
歯
あ
り
、
左
右
雨
介
は
同
大
な

b
ロ
」
第
一
胸
角
短
且
大
、
五

節
な
り
、
第
二
節
に
毛
生
ゆ
、
第
三
節
は
頗
る
一
知
く
殆
ざ
長
3
に

O 

等
乙
、
末
節
は
納
長
〈
・
し
て
巾
の
二
倍
以
上
に
逮
す
、
剛
毛
は
其
の

一
部
爪
般
を
な
す
。
」
第
二
鰯
角
紡
総
剛
毛
は
雄
唯
共
に
よ
く
後

達
せ
り
、
内
校
は
三
節
。
」
大
阪
大
な
る
基
節
に
短
か
告
丈
夫
な

る
歯
あ
り
、
側
担
訟
は
四
節
、
第
三
節
は
中
央
巾
mm
〈
背
面
に
鋭
角

を
な
'
し
て
尖
る
、
英
の
尖
端
の
直
ぐ
先
き
よ
ち
数
本
の
剛
毛
生
え

た
り
、
末
節
は
短
〈
、
し
て
太
く
、
其
基
部
の
巾
よ
り
長
か
ら
や
細
川

線
は
数
本
あ
り
。」
小
間
阻
嶋
突
起
及
び
胸
以
訟
は
よ
〈
後
返
す
、
細
川

板
に
は
口
方
を
向
け
る
線
又
は
邪
線
な
る
も
の
な
乙
ロ
」
第
一
ー
ー
第

三
脚
第
一
節
に
後
方
を
向
げ
る
剛
毛
一
、
二
本
ゐ
L

リ
、
前
方
の
剛

毛
は
第
二
、
第
三
脚
に
あ
り
で
は
頗
る
小
な
る
剛
毛
ミ
な
れ
り
。
」
尾

叉
二
本
の
短
き
剛
毛
よ
り
な
り
一
般
に
勿
も
欣
を
な
す
。
」
側
限

常
に
あ
り
て
色
々
の
色
素
よ
り
成
る
。

MAm-
《
必
L

ミ
』
c
m
国・
句
、。。、

szミ

=ι『『向山市
2
・園田・閉山田噌・

介
甲
路
長
方
形
、
三
分
の
一
の
慮
最
も
高
〈
長
さ
の
字
分
位

な
り
、
上
級
は
少
'
し
凸
凹
あ
れ
J
Y

」
も
略
兵
況
に
・
え
り
後
端
に
近

「、

少
乙
凹
み
て
殆
ど
直
角
に
後
級
に
法
る
、
後
級
は
呉
氏
に
下
り
下

竿
は
九
く
前
方
に
曲
毛
、
前
線
は
略
九
く
曲
れ
ピ
も
上
宇
は
和
馬

卒
な
り
限
に
近
〈
鈍
角
を
な
・し
て
上
級
さ
迩
る
、
下
竿
に
は
入
個

位
の
孔
道
の
突
出
第
二
合
せ
自
に
後
見
せ
ら
る
、
下
級
は
和
斜
め

に
走
り
て
後
級
に
迩
る
、
後
生
・
・
は
表
面
下
部
の
・
突
出
に
よ
り
て
隠

る
、
此
の
・
突
起
は
前
方
に
於
て
内
総
に
接
乙

c
起
り
下
線
の
後
乍

を
稜
ひ
後
端
に
近
〈
上
方
に
向
ひ
此
庭
に
二
、
三
の
突
起
を
作
り

上
級
の
少
、
し
凶
め
る
彪
に
迷
a

し
て
消
滅
す
、
表
面
に
あ
る
波
痕
及

び
孔
道
は
大
に
乙
て
数
少
乙
、
上
よ
り
見
れ
ば
長
五
角
形
、
五
分



誌雑率物動

の
四
の
い
路
沿
も
巾
底
、
〈
・
た
き
の
二
分
の
一
よ
り
桁
強
、
し
、
比
庭
よ

り
前
方
に
向
ひ
他
か
に
問
凸
‘
し
つ
;
狭
〈
な
り
先
端
は
鈍
角
を
な

す
、
後
方
に
あ

b
て
は
少
'
し
凹
み
て
叉
僅
に
突
き
出
で
次
に
直
角

に
川
山
・
し
て
互
に
合
す
其
ψ
中
央
に
小
な
る
突
起
あ
り
。」
第
一
胸

角
第
二
節
に
一
本
の
剛
毛
、
第
三
節
に
一
本
の
爪
、
第
四
節
に

は
中
央
に
一
本
の
爪
三
三
本
の
細
長
き
剛
毛
、
先
端
に
一
本
の
爪

ご
凶
本
の
細
長
き
剛
毛
、
・
米
節
に
は
一
本
の
爪
ご
二
本
の
納
長
き

剛
毛
ご
あ
り
、
第
四
節
は
一
切
く
じ
て
殆
ど
共
の
巾

μ
等
・
し
。」
第
二

胸
角
紡
絞
刷
毛
;
二
一節
、
内
技
第
一
節
に
は
毛
、
乙
二
本
の
剛
毛
、

第
二
節
に
は
三
本
の
剛
毛
ご
一
本
の
爪
ご
ゐ
b
o」
大
阪

鰯
髪
第

一
節
に
は
二
本

ω偲
線
あ
り
、

一
方
は
断
、
る
短
・し
。」
小
問
第
一

吐
時
突
起
の
装
部
に
一
本
の
瓜
あ
り
、
脳
間以
は
二
節
J

」
第
一
!
l

第
三

脚

第

一

節

ω
巾
央
内
外
側
に
各
一
本
の
剛
毛
あ
り
。
」
雄
性
生
殖

器
大
な
る
基
部
に
大
な
る
交
接
突
起
ゐ
り
て
先
端
山
一
側
利
凹

h
u
、
主
(
の
基
部
に
一
本
の
鈎
放
の
副
校
あ
り
。
」
長
さ
・
四
粍
に
泊し
て

色
は
茨
鳶
色
d

同
叫
-

A
U
心、九』『-角川、角川

h
h
h
h刷、
b

ご
陣
。
2
ι司、
。
〉
園
田
・

3
・・

介
甲
高
く
'
し
て
短
く
和
卒
行
四
透
形
を
な
す
、
中
央
最
h
高

〈
長
き
さ
の
比
一
封
一
・
七
、
上
級
は
凸
凹
あ
れ
ぎ
も

wmR(直
に
走

り
後
方
に
向
ひ
和
傾
く
、
後
級
に
は
高
さ
の
三一
分
の
一
の
庭
に
突

出
ゐ
り
て
似
欣
を
な
す
、
之
れ
よ
h
J
上
下
に
傾
き
下
級
に
終
お
し
て

一
の
突
起
あ
り
、
前
総
は
九
く
川
山
す
れ
ど
も
誕
の
上
乍
は
斜
め

に
傾
く
下
竿
に
は
陥
五
本
の
孔
近
の
突
起
あ
り
て
筑
ニ
合
せ
日
乞

re 九百十ロ~
:[l)lJ 

¥
J
J
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民
く
、
下
線
は
中
央
少
乙
く
下
方
に
膨
れ
、
後
紋
に
近
く
二
つ
の

突
起
あ
り
て
後
絡
を
隠
す
、
克
に
進
み
て
一
本
の
大
な
る
・突
起
を

見

交

表

面

の

短
痕
は
不
明
な
れ
ざ
も
一
本
の
大
な
る
隆
起
ご
二

つ
の
中
位
の
さ
数
個
の
小
な
る
本
あ
り
、
共
の
大
な
。
は
前
方
内

線
に
接
・
し
高
さ
の
中
央
よ
り
起
り
上
方
に
向
ひ
前
線
に
卒
行
に
、

眼
を
越
え
て
更
に
上
総
を
越
え
火
に
上
総
に
平
行
に
後
方
に
向
ひ

後
方
・
突
起
に
近
く
消
滅
す
、
中
位
の
二
個
は
介
巾

ω
向
さ
三
分
の

一
及
三
分

ω
二
に
ゐ
り
介
甲
の
長
さ
り
宇
一分
に
も
返
せ
や
・
し
て
中

央
よ
り
和
前
方
に
あ
り
、
北
(
の
他
の
小
な
る
も
の
は
介
申
の
後
方

下
竿
に
三
、
回
、
前
方
下
竿
に
て
こ
、
ゐ
り
、
孔
抵
は
炉
、
る
明
か
に

・
し
て
多
く
、
多
く
の
毛
生
ゆ
。」

第
一
鰯
角
五
節
、
第
四
節
は
長

〈
法
郊
の
巾
の
二
倍
以
上
に
迭
す
共
他
は
前
日
仰
に
等
、
し
け
れ
ざ
も

爪
和
小
。」
小
川
働
長
は
無
節
J

」
第
一
l
l
第
三
脚

各

第

一

郎

の

前
側
に
は
二
本
、
後
側
に
ほ
一
本
の
附
毛

ω
り
此
の
第
一
仰
の
は

勿
毛
妹
。
」
雄
性
生
鈍
器
大
な
る
北
川
路
に
長
三
角
形
の
交
は山
内
六
起

あ
り
兵
の
先
山
川
桁
曲
る
廿
一
(
の
基
部
に
大
な
る
釣
あ
り
口」
長

3
0
・六

粍
に
'し
て
介
甲
は
淡
黄
色
。

屡

。~¥hp
ご
.
お
な

(W
・
c・
mlU
H
N

∞

介
巾
堅
'
し
て
よ
く
石
決
化
せ
ら
、
形
状
内
々

に
て
常
に
心

痕
あ
h
，、

閉
鎖
筋
痕
は
四
個
に
・
し
て
一
刻
な
れ
ぎ
も
稀
に
何
一
個

此
の
近
〈
に
あ
る
事
あ
り、

内
線
は
外
務
に
少
・
し
離
れ
て
存
在
す
、

切
防
法
の
孔
泣
ほ
多
く
殊
に
前
後
紋
に
以内
・
し
、
間
以
は

fr巾
前
方
上

位
に
あ
り
、
た
介
は
右
介
よ
り
常
に
大
、
蝶
番
は
右
に
二
本
、
左
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に

一
本
の
強
き
前
雨
端
じ
あ
h

其
の
問
仁
は
小
な
る
歯
一
一
刻
に
存

在
す。
」
第
一
一
鮒
角
五
l

六
節
、
短
仁
川
毛
の
一
-
部
は
爪
放
を
な

す
。」
第
二
鮒
角
紡
絞
剛
毛
は
二
l

三
節
に
・
し
て
雌
に
あ
り
で
は

非
常
に
短
〈
内
技
の
二
分
の
一
に
も
逮
せ
ゴ
る
事
あ
り
、
内
校
は

三
節
、
第
二
節
に
は
憶
に
杓
子
駅
の
知
佐
川
毛
あ
り
、
末
端
に
は

三
本
の
爪
あ
り
て
岡
大
な
ら
?
。
」
大
問
、
大
な
る
基
節
に
強
き
岨

晴
樹
あ
ι
り
、
鰯
援
は
凹
節
、
第
一
l
i
第
三
は
時
?
令
し
て
一
関
節
乏

な
る
、
此
れ
等
の
政
面
よ
り
三
本

ω
長
き
山
れ
る
削
刺
生
へ
大
小

二
伐
の
毛
生
へ
終
-n
三
節
の
長
さ
に
賂
等
'
し
、
第
三
節
に
は
腹
側

に
小

hu
る
毛
一
刻
に
生
ゅ
、
背
側
の
剛
毛
群
は
末
節

ω基
部
を
被

ひ
て
突
出
せ
る
前
節
の
先
端
に
あ
り
、
第
三
節
は
細
長
く
、
悲
部
の

巾
小
川
二
倍
以
上
あ
わ
、
本
節
も
納
長

L
、
仰
山
総
は
一
本
叉
は
数
本

に
乙
て
一
般
に
勿
毛
肢
を
な
す
白
」
小
願
短
〈
強
き
阻
鴎
突
起
ゐ

ム
リ
、
偲
板
に
は
口
の
方
に
向
へ
る
紋
も
邪
紋
も
な
・
L
、
鯨
板
の
各
線

は
航
る
巾
炭
'
し
D

」
第
一
ー
ー
第
三
脚
細
長
乙
、
第
一
闘
は
雄
に
あ

り
で
は
屡
左
右
m
m
(
な
る
事
ゐ
り
、
叉
同
一
穏
に
於
て
左
右
等
'
し
き

時
三
界
一
(
る
時
て
あ
ち
之
れ
或
は
生
殖
時
期
じ
闘
係
あ
る
も
の
な
ら

ん
か
、
第
て
第
二
脚
第
一
節
の
中
央
前
側
仁
二
本
、
第
三
節
に
は

一
本
、
第
一
節
の
後
側
に
は
各
一
本
の
剛
毛
あ
り
、
第
一
腕
叉
は

第

一
、
第
二
脚
の
後
側
に
は
毛
生
ゆ
。
」
足
叉
一
般
に
二
本
の
長

き
勿
毛
放
を
な
す
剛
毛
よ
り
な
る
。

正大年十 月日 五
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・
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F
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c
p
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H
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P
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」戸、・
5

Y

け

-
E岨
出
向
・
ロ

1
4・

介
甲
会
表
面
剛
毛
に
て
満
た
さ
る
、
形
状
和
四
角
形
、
前
方

眼
に
近
〈
最
も
す
同
〈
長
の
賂
二
分
の
て
前
線
は
庫
、
〈
九
〈
曲
り

下
竿
の
屈
曲
大
、
上
級
は
殆
ざ
真
直
に
'
し
て
後
方
に
和
傾
く
、

下

級
も
殆
J
Y

」
配
線
を
な
ぜ
J
V

」
も
其
の
中
央
和
凹
h
u
、
後
級
に
て
は
其

の
中
央
凸
き
出
で
一
の
突
起
を
な
す
此
庭
に
長
き
一
二
!
四
本
の
刺

あ
り
、
表
面
に
一
面
に
刺
放
の
隆
起
叉
は
癌
ゐ
hJ
、
殊
に
前
線
に

あ
る
も
の
は
よ
〈
列
伝
な
す
、
上
よ
ら
見
れ
ば
卵
形
、
中
央
最
も

幅
彦
、
〈
後
方
に
向
ひ
柏
尖
.E
、
前
方
に
も
漸
次
狭
く
な
り
、
鱒
長

の
六
一
分
の
一
よ
り
念
に
狭
く
な
り
、
殆
JE
雨
側
午
行
に
走
る
此
虎

に
て
は
胞
は
約
二
分
の
一
位
さ
な
る
。
」
第
一
鰯
角
六
節
、
第
一
、

第
二
節
に
毛
生
ゆ
、
第
二
節
に
一
本
の
剛
毛
、
第
三
節
に
一
本
の

爪
、
第
四
節
に
二
本
の
剛
毛
三
一
本
の
爪
、
第
五
節
に
三
本
の
剛

毛
ピ
一
本
の
爪
、
末
節
に
二
本
の
剛
毛
三
一
本
の
知
覚
、
剛
毛
さ

一
本
い
瓜
ご
あ
り
。」
第
二
鮪
角
紡
続
突
起
三
節
、
内
校
三
節
、
内

枝
第
一
節
に
一
本
、
第
二
節
に
六
本
の
剛
毛
あ
り
。
」
大
阪
鱗
表

第
一
節
に
五
本
の
鯨
絞
あ
り
て
羽
毛
欣
を
な
す
。
」
第
一
i

第
三
脚

末
端
爪
は
断
、
る
長
、
第
一
川
第
一
節
の
二
本
の
版
刷
毛
の
内
雄
に

あ
り
で
は
一
本
爪
紋
を
な
す
、
雌
に
あ
り
で
は
同
大
な
り
、
第
二

脚
の
第
二
節
、
第
三
仰
の
第
二
、
第
三
脚
に
は
毛
生
ゆ
ロ
」
雄
性
生

殖
器
非
情
に
長
く
太
〈
先
端
九
・
し
来
節
は
比
較
的
小
さ
く
路
竿

一
分
位
な
り
。
ロ
訴
さ

0
・7
1
粍
、
介
色
淡
桃
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∞
ω
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c
y
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]
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円
】
円
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HvoZν

氏
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】
・
〈

o
r
y
円γ
C
ロコ】》戸・

M
M〈
・
出
向
-
p
p
l災・

介
甲
膨
る
、
細
き
剛
毛
夜
生
す
、
形
和
長
凶
角
形
、
上
下
級

は
殆
ざ
卒
行
乙
高
き
さ
長
さ
乏
の
比
一
封
二
、
前
線
は
九
〈
屈
曲

，
し
、
短
〈
大
な
る
歯
の
一
一
刈
あ
り
、
後
級
は
不
規
則
に
九
〈
中
央
に

数
本
の
刻
版
尖
起
あ
り
、
内
一
本
は
依
程
長
'
し
、
上
級
三
接
'
し
て

角
を
な
す
、
後
端
下
方
の
内
方
に
近
〈
一
本
の
刺
欣
突
起
あ
り
、
上

よ
り
見
れ
ば
卵
形
に
泣
く
、
雨
側
は
凸
凹
す
、
中
央
よ
り
利
後
方
最

も
幅
庚
く
長
さ
さ
の
比
一
割
一
七
-
前
方
に
狭
〈
な

h
て
尖
り
、
後

方
に
九
・
し
此
彪
に
一
本
の
長
き
刺
ゐ
り
、
叉
最
も
膨
れ
た
る
彪
の

雨
側
に
も
一
本
宛
り
短
き
刺
あ
り
、
表
面
的
剛
刻
は
前
納
よ
り
係

程
筒
政
ド
・
し
て
問
凸
せ
広
多
く
の
波
浪
あ
り
ロ」
小
問
胸
援
は
二

節
、
阻

mmヘ
起
り
基
誠
に
一
本
の
長
き
刷
毛
あ
り
口」
第
一
ー
l
第
三
脚

末
端
の
爪
は
前
右
よ
り
真
に
長
〈
、
第
二
l

第
三
脚
に
毛
な
・
し
、

第
一
1
1
第
二
脚
第
一
節
の
後
方
剛
毛
は
羽
毛
状
な
り
ロ」
推
料
生
殖

器

交

接
突
起
は
短
く
じ
て
太
く
、
先
端
尖
り
殆
JE
基
節
の
長
さ

に
等
・
し
、
粉
粉
管
乞
明
か
に
見
る
一
品
z
f
得
、
基
節
三
突
起
さ
の
問
仁

渦
忽
さ
せ
る
キ
チ
ン
質
の
鈎
あ
り
ロ」
長
さ

0
・
八
粍
、
其
の
他
は
前

程
に
刷
N

し。
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二
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さ
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比
一
謝
一
六
、
雄
に
あ
り
で
は
和
大
な
り
、
前
線
の
下
竿
に
は
七
l

八
本
の
一知
き
突
起
ゐ

h
、
下
級
の
後
絞
に
接
す
る
彪
の
少
・
し
内
側

に
二
三
本
の
刺
ゐ
り
、
表
面
に
は
多
〈
の
九
き
叉
は
角
ば
れ
る
痕

痕
ゐ
・
り
、
介
甲
小。
中
央
に
あ

b
て
は
和
長
輸
に
沿
ひ
て
並
ぶ
、
前
川
山
肌

の
突
起
な
く
災
め
に
孔
滋
よ
く
表
は
る
、
上
よ
り
見
れ
ば
殆
J
V

」
卵

形
、
中
央
円
以
も
侃
底
、
く
利
後
方
に
膨
-U
、
誌
の
他
は
前
川
に
似
る
煩

似
せ
り
ロ
」
第
一
1
1l

第
三
脚
三
本
の
末
端
爪
は
頗
る
一流
〈
雄
の
第

一
脚
の
左
は
屡
附
形
を
な
す
。
」
雄
性
生
殖
突
起
一
見
〈
細
き
交
抜

突
起
あ
り
先
端
尖
る
、
来
節
は
大
3

」
長
き

0
・
七
粍
、
介
色
淡
桃
色

に
じ
て
薄
鳶
色
の
斑
痕
散
布
す
。
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介
甲
短
且
高
、
長
さ
の
比
二
釣
三
、
中
央
最
も
高
(
略
三
角
形
、

左
介
は
上
級
甚
'し
〈
川
山
'
し
、
前
方
に
利
絞
、
下
級
は
殆
ザ
」
ハ
山
総
を

な
す
、
前
、
後
級
は
甚
に
成
〈
九
〈
保
に
前
総
の
下
竿
は
北
九
の
川
山

甚
・
し
く
多
く
の
毛
生
ゆ
、
後
紋
の
下
竿
に
は
前
欣
突
起
多
く
あ
り
、

右
介
は
三
分
の
一
の
虎
円
以
も
高
く
後
方
向
山
川
突
起
の
上
方
に
派
、
さ

一
刻
み
込
み
ゐ
り
、
表
面
に
は
多
く
の
減
収
あ
れ
ど
其
の
川
み
は

mm

か
に
'
し
て
浮
・
し
、
孔
近
も
よ
く
資
法
す
、
表
而
の
剛
毛
は
小
に
・
し
て

小
ノ
く
、
線
引
退
殊
に
前
後
紋
に
あ
り
で

は
川
古
川
伯
作
す
、
?
日

ω'汁
叩
は

利
長
s

し
、
三
分
の
一
の
虎
治
九
一
や
し
、
一
山
利
低
き
突
川
崎
.卜
絞
中
央
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に
近
〈
接
'
し
て
起
れ
ぎ
も
前
後
に
向
ひ
利
上
方
に
曲
、
り
て
消
滅
す

上
よ
り
見
れ
ば
中
央
最
も
巾
康
く
長
さ
の
二
分
の
一
に
・
し
て
雨
端

じ
尖
る
。
」
第
一
一
鮒
角
五
節
(
第
四

l
第
五
の
癒
合
」
四
本
の
爪
は

頗
る
よ
く
後
述
す
口
」
大
問
鰯
毅
三
節
、
鯨
線
二
本
。」
第
一
ー
ー
第
三

脚
三
本
の
末
端
爪
は
甚
だ
短
〈
、
太
か
ら
示
、
下
竿
に
毛
ゐ
り
。
」

雄
性
生
知
器
交
接
突
起
は
巾
炭
く
長
く
、
末
端
に
刺
放
の
・
突
起

あ
り
、
来
節
は
割
合
に
小
。
」
長
さ

0
・
入
粍
、
介
色
糞
な
れ
芯
も
一
定

せ
十
。

臼

u
-
S
1
F
2
4な
と
ら

S
Z
2
h
p
E
・E
・-

介
甲
前
程
に
断
、
る
似
た
り
、
和
長
〈
中
央
よ
り
前
方
最
も
高

〈
長
さ
さ
の
比
三
割
五
、
上
級
は
緩
か
じ
曲
り
和
後
方
仁
円
相
s

し
、
前

後
紋
は
共
に
九
く
、
後
総
和
小
な
り
、
下
級
は
殆
ど
直
線
を
な
す
表

面
の
隆
起
紋
は
上
級
前
総
及
び
下
総
い
し
技
'
し
て
極
低
〈
走
り
て

三
本
あ
り
、
上
よ
打
見
れ
ば
中
央
最
も
炉
、
〈
長
さ
ご
の
比
四
割
九

前
後
に
同
絞
に
尖
る
、
前
端
に
は
三
個
、
後
宇
じ
は
二
つ
の
小
突
起

あ
り
、
後
端
に
は
凹
凸
多
ι

し
。
」
小
問
、
鰯
援
は
無
節
。
第
三
脚
は
三

節
以
雄
性
生
殖
探
交
付
技
突
起
は
長
く
、
庶
民
き
尖
れ
る
突
起
ご
、
之
れ

よ
り
和
小
な
る
突
起
と
あ
り
て
比
較
的
小
な
る
ぷ
節
の
上
に
相
接

・
し
て
立
も
小
な
る
突
起
の
中
央
に
は
一
本
の
孔
道
あ
り
。
」
長
さ

0
・
六
粍
、
介
色
資
仁
'
し
て
其
の
他
は
前
種
に
等
・
t
。

日

w
m
w
-
AU、
一
時
』
『
』
田
川
岨
・
角
川
軌
句

-
a
h
w
h
w
h
-
Z
叫

h
h
@
u
岡
田
・
初
回
，
.

介
甲
三
分
の
一
の
庭
最
も
高
〈
長
さ
之
の
比
二
釣
三
、
上
級

は
後
方
に
向
ひ
て
傾
斜
・
し
後
紋
ご
接
す
る
彪
に
大
な
る
凹
所
を
作

る
、
放
に
後
級
に
於
て
は
其
の
上
竿
は
深
/
、
内
部
に
侵
入
す
、
下
竿

大正年月十五日

四

は
九
く
六
本
飴
の
突
起
ゐ
h
，
最
下
の
も
の
最
も
大
に
じ
て
下
級
三

接
・
し
て
存
在
せ
り
、
前
級
は
炉
、
る
九
〈
其
の
下
学
は
一
一
般
屈
曲
大
、

十
三
本
位
の
小
歯
あ
り
、
下
級
は
真
直
な
れ
ご
」
も
其
の
中
央
和
凹

h
u
、
表
面
じ
は
色
々
の
大
さ
の
痘
痕
あ
り
殊
に
中
央
仁
明
白
な
り
、

総
迭
に
向
ひ
数
個
合
乙
て
不
一
分
明
ご
な
る
、
剛
毛
は
前
後
絞
に
殊

に
著
'
し
〈
表
面
に
は
少
'
し
、
下
級
仁
接
'
し
て
卒
行
仁
至
る
隆
起
あ

り
、
後
端
に
近
〈
川
一
以
大
ぐ
」
な
れ
ず
と
も
前
後
に
消
滅
す
叉
上
級
後
端

凹
所
の
少
乙
前
方
に
一
大
癌
あ
b
、
上
よ
L

リ
見
れ
ば
巾
は
高
さ
さ

略
同
じ
、
雨
端
に
尖
れ
ざ
も
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